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表 1 各地の震度（当初発表から 3月 30 日に気象庁が修正）
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表２ 世界の大地震リストと日本の大地震リスト
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Sorted by Magnitude 

Selected earthquakes of general historic interest.
All earthquake dates are UTC, not local time..

8.5
1. 1960 05 22 - Chile - M 9.5
2. 1964 03 28 - Prince William Sound, Alaska - M 9.2
3. 2004 12 26 - Sumatra-Andaman Islands - M 9.1
4. 2011 03 11 - Near the East Coast of Honshu, Japan - M 9.0
5. 1952 11 04 - Kamchatka - M 9.0
6. 2010 02 27 - Offshore Bio-Bio, Chile - M 8.8
7. 1906 01 31 - Off the Coast of Esmeraldas, Ecuador - M 8.8
8. 1965 02 04 - Rat Islands, Alaska - M 8.7
9. 2005 03 28 - Northern Sumatra, Indonesia - M 8.6
10. 1957 03 09 - Andreanof Islands, Alaska - M 8.6
11. 1950 08 15 - Assam - Tibet - M 8.6
12. 2007 09 12 - Southern Sumatra, Indonesia - M 8.5
13. 1963 10 13 - Kuril Islands - M 8.5 
14. 1938 02 01 - Banda Sea, Indonesia - M 8.5
15. 1923 02 03 - Kamchatka - M 8.5 
16. 1922 11 11 - Chile-Argentina Border - M 8.5

6.0
1. 2011 03 11 - Near the East Coast of Honshu, Japan - M 9.0 Fatalities 28,050
2. 1896 06 15 - Sanriku, Japan - M 8.5 Fatalities 27,000
3. 1933 03 02 - Sanriku, Japan - M 8.4 Fatalities 2,990
4. 2003 09 25 - Hokkaido, Japan Region - M 8.3
5. 1968 05 16 - Off the East Coast of Honshu, Japan - M 8.2 Fatalities 47
6. 1944 12 07 - Tonankai, Japan - M 8.1 Fatalities 1,223
7. 1946 12 20 - Nankaido, Japan - M 8.1 Fatalities 1,330
8. 1911 06 15 - Ryukyu Islands, Japan - M 8.1 Fatalities 12
9. 1952 03 04 - Hokkaido, Japan region - M 8.1 Fatalities 31
10. 1891 10 27 - Mino-Owari, Japan - M 8.0 Fatalities 7,273
11. 1923 09 01 - Kanto (Kwanto), Japan - M 7.9 Fatalities 143,000
12. 1927 03 07 - Tango, Japan - M 7.6 Fatalities 3,020
13. 1964 06 16 - Niigata, Japan - M 7.5 Fatalities 26
14. 2004 09 05 - Near the South Coast of Honshu, Japan - M 7.4
15. 1943 09 10 - Tottori, Japan - M 7.4 Fatalities 1,190
16. 1948 06 28 - Fukui, Japan - M 7.3 Fatalities 3,769
17. 2004 09 05 - Near the South Coast of Western Honshu, Japan - M 7.2
18. 2005 08 16 - Near the East Coast of Honshu, Japan - M 7.2
19. 2009 08 09 - Near the South Coast of Honshu, Japan - M 7.1
20. 1945 01 12 - Mikawa, Japan - M 7.1 Fatalities 1,961
21. 2004 11 28 - Hokkaido, Japan Region - M 7.0
22. 2005 11 14 - Off the East Coast of Honshu, Japan - M 7.0
23. 2003 05 26 - Near the East Coast of Honshu, Japan - M 7.0
24. 2003 10 31 - Off the East Coast of Honshu, Japan - M 7.0 
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25. 2008 06 13 - Eastern Honshu, Japan - M 6.9 Fatalities 13
26. 1995 01 16 - Kobe, Japan - M 6.9 Fatalities 5,502  
27. 2004 12 06 - Hokkaido, Japan Region - M 6.8
28. 2008 05 07 - Near the East Coast of Honshu, Japan - M 6.8
29. 2008 07 23 - Eastern Honshu, Japan - M 6.8 Fatalities 1
30. 2008 09 11 - Hokkaido, Japan region - M 6.8
31. 2009 10 30 - Ryukyu Islands, Japan - M 6.8
32. 2003 10 08 - Hokkaido, Japan Region - M 6.7
33. 2007 03 25 - Near the West Coast of Honshu,Japan - M 6.7 Fatalities 1
34. 2009 08 17 - Southwestern Ryukyu Islands, Japan - M 6.7
35. 2000 10 06 - Western Honshu, Japan - M 6.7
36. 2004 09 06 - Near the South Coast of Honshu, Japan - M 6.6
37. 2004 10 23 - Near the West Coast of Honshu, Japan - M 6.6 Fatalities 40
38. 2005 03 20 - Kyushu, Japan - M 6.6 Fatalities 1
39. 2007 07 16 - Near the west coast of Honshu, Japan - M 6.6 Fatalities 9
40. 2009 08 12 - Izu Islands, Japan region - M 6.6
41. 2004 05 29 - Off the East Coast of Honshu, Japan - M 6.5
42. 2005 12 02 - Near the East Coast of Honshu, Japan - M 6.5
43. 2005 10 19 - Near the East Coast of Honshu, Japan - M 6.3
44. 2006 06 11 - Kyushu, Japan - M 6.3
45. 2009 08 10 - Near the South Coast of Honshu, Japan - M 6.1 Fatalities 1



表３ 東北地方太平洋沖地震（本震）の震度毎の観測地点数
（気象庁発表の資料から震度順、都道府県順に集計）
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図１ 余震回数及び海域で発生した地震の余震回数比較

出典：気象庁資料
「東北地方太平洋沖地震の余震回数」
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図１ 津波観測法及び調査を実施した津波観測地点

出典：気象庁資料
「現地調査による津波観測地点付近の津波の高さについて」
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図２ 津波観測点付近における津波の痕跡

出典：気象庁資料
「現地調査による津波観測地点付近の津波の高さについて」
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公衆通信の状況
（1）固定電話の被害、トラフィック、輻輳
a）NTT東日本

主な通信設備の被害状況は以下のとおり。
① 中継伝送路
・90 ルート断（原発エリアを除く）

② 通信建物
・全壊：18 ビル
・浸水：23 ビル

③ 電柱流出、折損
・約 6.5 万本（沿岸部）

④ 架空ケーブル流出、損傷
・約 6,300km（沿岸部）

地震・津波の発生後、約 1,000 の通信ビルで停電や装置故障が発生
する中、非常用バッテリーや発電機、移動電源車による電力供給等を
図ったが、通信ビルの機能停止により、3 月 13 日には加入電話、
ISDN、フレッツ光合計で最大約 150 万回線が利用できない状態と
なった。なお、固定電話（加入電話+ ISDN）については、最大 90％
の規制を実施した。
こうした中、総勢約 6,000 人体制で通信サービス復旧活動を行って
きた結果、停電からの回復とも相まって、3 月 28 日 13:00 現在で約
95％の通信ビルで機能回復し、機能停止しているビルは 55 ビルとな
り、り障回線数も約 11 万回線にまで減少した。

表１ NTT東日本通信サービスり障回線数

出典：NTT東日本資料
「東北地方太平洋沖地震による被害復旧状況及び今後の見通し」

被災者支援の取り組みとして、災害用伝言ダイヤル等の提供を実施
した。被災者の連絡手段として、地震発生直後より「災害用伝言ダイ
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ヤル(171)」及び「災害用ブロードバンド伝言板（web171）を提供し
ている。3 月 28 日 13:00 時点でのご利用件数（累計）は、171 が約
317 万件、web171 が約 24 万件である。
2010 年度及び 2011 年度の被災に伴う特別損失は、それぞれ約 200
億円となる。また、設備の新設に伴う 2011 年度の設備投資額は約
400 億円となる。

b）KDDI
災害発生時には最大約 40 万回線が影響を受けたが、2011 年 4 月 7 日 12

時現在で、au ひかり、メタルプラス等個人の顧客向け固定通信回線につい
ては約 99% まで回復した。なお、固定電話（メタルプラス）については、
最大 90％の規制を実施した。一方、企業の顧客向けの回線は約 97％まで回
復した（復旧: 2011 年 4 月 7 日 12 時現在））。
①個人の顧客

②企業の顧客

出典：KDDI 資料
ニュースリリース「東日本大震災への対応状況と今後の見通しについて」

KDDI の被災に伴う固定通信関連特別損失額（2011 年度）は約 53 億円で
ある。
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c）ソフトバンクテレコム及びソフトバンクBB
災害発生時には約 18 万回線が影響を受けたが、4月 13 日 13 時の時点で、

ソフトバンクテレコムの回線については約 97％にまで回復し、ソフトバン
ク BB の回線については約 94% にまで回復した。なお、固定電話（おとく
ライン）については、最大 80％の規制を実施した。
東北基幹ルートでの震災による通信設備支障は発生なかった。しかしなが

ら、東北地方を中心とした地域においてアクセスルートの設備被災や停電に
より、固定電話サービスやインターネットサービス等に影響が出ていたが、
一部の地域を除いて設備の復旧や他のルートへの迂回等を実施し回復した。
2011 年度の被災に伴う特別損失は約 144 億円（固定と移動分併せて）と
なる。

表２ ソフトバンクテレコム固定通信のサービス影響状況について
（4月 13 日 13 時時点）

出典：ソフトバンク資料
ニュースリリース「東日本大震災への対応状況と今後の見通しについて」

（2）携帯電話の被害、トラフィック、輻輳
a） NTTドコモ

車載型基地局車（31 台）・衛星携帯電話（約 870 台）・特設公衆電話（約
2,300 台）の設置などにより、被災された方々の通信手段の確保などに取り
組んだ。
無線局については、地震・津波の発生後、東北と関東甲信越地域を中心に

停電や装置故障が発生し、3月 12 日 17：00 時点では 6,720 局でサービスを
提供できない状態となった。
停電からの回復と相まって約 9割の局で機能回復し、3月 28 日 14:00 現在

で 690 局にまで復旧した。
まだ復旧していない無線局の多くにおいて、エントランス回線の断絶、装

置の水没や損壊、及び原発事故に伴い立ち入りが困難な状況が生じている。
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表３ NTTドコモサービス中断無線局数（3月 28 日 14 時現在）

出典：NTTドコモ資料
ニュースリリース「東北地方太平洋沖地震による被害復旧状況及び今後の見通し」

地震発生後、通信量が増加し繋がりにくい状況が発生したことから、音声
通話で東北と関東地方を中心に最大 80%（一部 90％）の発信規制を実施し、
重要通信の確保に努めた。なお、パケット通信では地震直後に一時的に宮城
県で最大 30%の発信規制を実施したが、その後規制は行っていない。
被災者の連絡手段として、地震発生直後より「災害用伝言板サービス」を

提供した。より多くの被災者の連絡手段としてご利用いただけるように、3
月 17 日にはメッセージ登録可能地域を全国に拡大したほか、3月 18 日には
従来の i モードに加えスマートフォンからもメッセージ登録を可能とした。
3月 28 日 0:00 時点でのご利用件数は約 379 万件である。
携帯電話が使えなくなっている地域を対象に車載型基地局車 31 台を配備

し通信の確保を図った。また、被災者の通信確保のため、衛星携帯電話約
870 台、携帯電話約 1,440 台、タブレット型端末約 180 台の行政機関への貸
し出しや避難場所への設置を実施するとともに、マルチチャージャー、ソー
ラー充電器、ACアダプターで携帯端末を無料で充電いただけるコーナーを
約 210 箇所設置している。（3月 28 日 13：00 現在）
なお、宮城県宮戸島に派遣された車載型基地局を図 1に示す。
また、マイクロ無線局（移動局）を図 2に示す。
岩手県、宮城県及び福島県の被災直後（3 月 13 日 18 時）と 3 月 28 日午

前 4 時の携帯電話使用可能／不可能エリアをそれぞれ図 3、図 4、図 5 に示
す。3 月 13 日のカバレッジは津波と停電により使用可能エリアが限られて
いることがわかる。
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2010 年度及び 2011 年度の被災に伴う特別損失は、それぞれ約 60 億円及
び約 100 億円である。

図１ NTTドコモ車載型基地局（宮城県宮戸島）
出典：日経記事
「旧型無線技術もフル活用 NTTドコモの 1カ月 携帯インフラ普及の現場から」

図２ NTTドコモマイクロによる伝送路復旧
出典：NTTドコモ資料
ニュースリリース「東日本大震災による被害の復旧状況及び今後の対応について」
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図３ NTTドコモ岩手県の携帯電話使用可能／不可能エリア
出典：NTTドコモ資料
ニュースリリース「東日本大震災による被害の復旧状況及び今後の対応について」

図４ NTTドコモ宮城県の携帯電話使用可能／不可能エリア
出典：NTTドコモ資料
ニュースリリース「東日本大震災による被害の復旧状況及び今後の対応について」



b）au
地震発生の 2 時間後には、西日本エリアに車載型基地局車の出動を発令

し、3月 11 日 16:50 車載型基地局・移動電源車出発した。同 13 日 3 時 21 分
車載型基地局 1台目の立ち上げを完了した。
車載型基地局は 11 台出動し、のべ 17 箇所のエリアを暫定復旧し、2011

年 4 月 7 日 12 時現在、6 台稼働中であった。車載型基地局設置場所におい
て、au 携帯電話の充電サービス、機種変更の受付も実施している。また、
移動電源車は 31 台出動し、4月 7日時点で 9台稼働中であった。
4月 7 日 12 時現在で、au 携帯電話基地局については約 91%まで回復した

（表４参照）。なお、停止基地局は岩手県 44 局、宮城県 91 局、福島県 41 局。
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図５ NTTドコモ福島県の携帯電話使用可能／不可能エリア
出典：NTTドコモ資料
ニュースリリース「東日本大震災による被害の復旧状況及び今後の対応について」



表４ au 携帯電話サービスの復旧状況（4月 7日 12 時現在）

出典：KDDI 資料
ニュースリリース「東日本大震災への対応状況と今後の見通しについて」

また、災害対策関係機関等への au 携帯電話、衛星携帯電話等の貸し出し
を実施している。

● au 携帯電話: 1,290 台 (2011 年 4 月 7 日時点)
● 衛星携帯電話: 48 台 (2011 年 4 月 7 日時点)
● その他 (可搬型発電機、携帯電話用充電器、電源用ケーブルタップ等)

さらに、衛星フェムトセル (小型携帯電話基地局) を 9ヶ所に設置し、発
信専用の au 携帯電話を無料で貸出しした。
また、地震発生直後から、日本全国で au 携帯電話および au スマート

フォンからご利用いただける「ウェブ版災害用伝言板」を運用中である。ま
た、2011 年 4 月 5 日より、au スマートフォン向けに「アプリ版災害用伝言
板」を追加した。
2011 年 4 月 6 日時点の累計ご利用件数は、登録件数が 103 万件、検索件

数が 527 万件である。
今後、au 携帯電話基地局については、既存基地局の大ゾーン化、衛星エ

ントランスやマイクロ無線エントランスの活用等により、2011 年 4 月末ま
でに、福島原発の制限地域を除き、カバーエリアを震災前とほぼ同等レベル
まで回復させる予定である。
宮城県石巻市鹿妻小学校に派遣された車載型基地局を図６に示す。
宮城県石巻市に設置された衛星フェムトセル局を図７に示す。
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岩手県、宮城県及び福島県の被災直後（3 月 14 日）と 4 月 5 日時点の携
帯電話使用可能／不可能エリアをそれぞれ図８、図９、図 10 に示す。3 月
13 日のカバレッジは津波と停電により使用可能エリアが限られていること
がわかる。
2010 年度の被災に伴う特別損失（移動通信分）は 123 億円となる。
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図６ au 車載型基地局（宮城県石巻市鹿妻小学校）
出典：日経記事
「極限状態を支えた使命感 KDDI の震災直後 携帯インフラ普及の現場から」

図７ au 衛星フェムトセル局（宮城県石巻市）
出典：KDDI 資料
ニュースリリース「東日本大地震による設備影響状況について」
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図８ au 岩手県の携帯電話使用可能／不可能エリア
出典：KDDI 資料
ニュースリリース「東日本大震災への対応状況と今後の見通しについて」

図９ au 宮城県の携帯電話使用可能／不可能エリア
出典：KDDI 資料
ニュースリリース「東日本大震災への対応状況と今後の見通しについて」



c）ソフトバンクモバイル
「IP スター」の通信衛星から日本列島に四つのビームが向いていたが、東
北地方には一つしか向いていないため、膨大なトラフィックを扱える回線容
量は確保できない状況であった。しかし、電話やメールであれば問題はな
かったが、アンテナ等の機器が津波で流され、機器の調達に 2 日を費やし
た。
被災地や避難所では、まず到着したばかりの車載型基地局から電波を送信

する。次に車載型基地局車と同じ場所に向かうのが、やぐらを組んでアンテ
ナを設置する部隊。車載型基地局が少ないため、固定式のアンテナを設置で
きたら、移動衛星基地局車は次の場所に向かう方法を採用した。
衛星回線を使って復旧した基地局は 244 局である。また、車載型基地局車

は 10 台出動し、4 月 14 日時点で 7 台が稼働中で、移動電源車は 15 台出動
し、4月 14 日時点で 4台が稼働中であった。
4 月 14 日現在、携帯電話サービスにおいて、エリアカバーが震災前とほ

ぼ同等の状態に回復した。
4 月 14 日時点で、約 6,000 台の携帯電話、約 5,000 台の充電器を被災地

に提供した。
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図 10 au 福島県の携帯電話使用可能／不可能エリア
出典：KDDI 資料
ニュースリリース「東日本大震災への対応状況と今後の見通しについて」



車載型基地局を図 11 に示す。

図 11 ソフトバンクモバイル車載型基地局
出典：日経記事
「機材も電波も不足 出遅れたソフトバンクの巻き返し策 携帯インフラ普及の現
場から」

衛星フェムトセル局を図 12 に示す。

図 12 ソフトバンクモバイル衛星フェムトセル局（宮城県南三陸町）
出典：日経記事
「機材も電波も不足 出遅れたソフトバンクの巻き返し策 携帯インフラ普及の現
場から」
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岩手県、宮城県及び福島県の被災直後（3月 13 日）と 4 月 14 日時点の携
帯電話使用可能／不可能エリアをそれぞれ図 13、図 14、図 15 に示す。3月
14 日のカバレッジは津波と停電により使用可能エリアが限られていること
がわかる。
2010 年度の被災に伴う特別損失（移動と固定分併せて）は約 144 億円と

なる。
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図 13 ソフトバンクモバイル岩手県の携帯電話使用可能／不可能エリア
出典：ソフトバンクモバイル資料
プレスリリース「東日本大震災による被害への対応状況と今後の見通し」
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図 14 ソフトバンクモバイル宮城県の携帯電話使用可能／不可能エリア
出典：ソフトバンクモバイル資料
プレスリリース「東日本大震災による被害への対応状況と今後の見通し」

図 15 ソフトバンクモバイル福島県の携帯電話使用可能／不可能エリア
出典：ソフトバンクモバイル資料
プレスリリース「東日本大震災による被害への対応状況と今後の見通し」
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図 1 緊急地震速報等の発出
出典：気象庁資料

「地震情報について」
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表１ 東北地方太平洋沖地震地震以降の緊急地震速報発表状況

出典：気象庁資料
「平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震の緊急地震速報（警報）の発表状況
について」
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表１ 東日本大震災発生時の機構本部対応状況
（3月 11 日(金)地震発生～5月 16 日(月)）
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表 2 東日本大震災発生時の山口管制局対応状況
（3月 11 日(金)地震発生～3月 14 日(月)）
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参考資料に掲載した表及び図の出典資料のアドレスについて

【地震の概況】
参考資料 1 表 1 各地の震度（当初発表から 3月 30 日に気象庁が修正）
「地震情報を発表した地震の震度及び密度(3 月 11 日～)」から
http://www.seisvol.kishou.go.jp/eq/shindo_db/db_map/201103/11/
A20110311144600000000038000000000142540000000100000079J0000007000000_
table.html
参考資料 1 図 1 余震回数及び海域で発生した地震の余震回数比較
「東北地方太平洋沖地震の余震回数」から
http://www.seisvol.kishou.go.jp/eq/2011_03_11_tohoku/yoshinhikaku.pdf
参考資料１ 表２ 世界の大地震リストと日本の大地震リスト
世界の大地震リスト
http://earthquake.usgs.gov/earthquakes/world/historical_mag_big.php
日本の大地震リスト
http://earthquake.usgs.gov/earthquakes/world/historical_country_mag.php#japan

【津波の状況】
参考資料 2 図 1 津波観測法及び調査を実施した津波観測地点
「現地調査による津波観測地点付近の津波の高さについて」から
http://www.jma.go.jp/jma/press/1104/05a/tsunami20110405.pdf
参考資料 2 図 2 津波観測点付近における津波の痕跡
「現地調査による津波観測地点付近の津波の高さについて」から
http://www.jma.go.jp/jma/press/1104/05a/tsunami20110405.pdf

【道路の被災】
参考資料 3 図 1 道路復旧状況

【公衆通信の状況】
参考資料 4 表 1 NTT東日本通信サービスり障回線数
ニュースリリース「東北地方太平洋沖地震による被害復旧状況及び今後の見通し」から
http://www.ntt.co.jp/news2011/1103/110330a_1.html
KDDI 資料
ニュースリリース「東日本大震災への対応状況と今後の見通しについて」から
http://www.kddi.com/corporate/news_release/2011/0408/pdf/besshi2.pdf
参考資料 4 表 2 ソフトバンクテレコム固定通信のサービス影響状況について

（4月 13 日 13 時時点）
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プレスリリース「東日本大震災による被害への対応状況と今後の見通し」から
http://www.softbankmobile.co.jp/ja/news/press/2011/20110414_01/
参考資料 4 表 3 NTTドコモサービス中断無線局数（3月 28 日 14 時現在）
ニュースリリース「東北地方太平洋沖地震による被害復旧状況及び今後の見通し」から
http://www.ntt.co.jp/news2011/1103/110330a_2.html

参考資料 4 図 1 NTTドコモ車載型基地局（宮城県宮戸島）
日経記事「旧型無線技術もフル活用 NTTドコモの 1 カ月 携帯インフラ普及の
現場から」から
http://www.nikkei.com/tech/personal/article/g =
96958A9C93819499E3E0E2E0988DE3E0E2E6E0E2E3E3E2E2E2E2E2E2;df = 2;p =
9694E3EAE3E0E0E2E2EBE0E4E2E6
参考資料 4 図 2 NTTドコモマイクロによる伝送路復旧
ニュースリリース「東日本大震災による被害の復旧状況及び今後の対応について」
から
http://www.ntt.co.jp/news2011/1104/pdf/110427b_3.pdf
参考資料 4 図 3 NTTドコモ岩手県の携帯電話使用可能／不可能エリア
ニュースリリース「東北地方太平洋沖地震による被害復旧状況及び今後の見通し」
から
http://www.ntt.co.jp/news2011/1103/pdf/110330a_3.pdf
参考資料 4 図 4 NTTドコモ宮城県の携帯電話使用可能／不可能エリア
ニュースリリース「東北地方太平洋沖地震による被害復旧状況及び今後の見通し」
から
http://www.ntt.co.jp/news2011/1103/pdf/110330a_3.pdf
参考資料 4 図 5 NTTドコモ福島県の携帯電話使用可能／不可能エリア
ニュースリリース「東北地方太平洋沖地震による被害復旧状況及び今後の見通し」
から
http://www.ntt.co.jp/news2011/1103/pdf/110330a_3.pdf
参考資料 4 表 4 au 携帯電話サービスの復旧状況（4月 7日 12 時現在）
ニュースリリース「東日本大震災への対応状況と今後の見通しについて」から
http://www.kddi.com/corporate/news_release/2011/0408/pdf/besshi2.pdf
参考資料 4 図 6 au 車載型基地局（宮城県石巻市鹿妻小学校）
日経記事「極限状態を支えた使命感 KDDI の震災直後 携帯インフラ普及の現場
から」から
http://www.nikkei.com/tech/personal/article/g =
96958A9C93819499E3E1E2E0808DE3E1E2E6E0E2E3E3E2E2E2E2E2E2;df = 2;p =
9694E3EAE3E0E0E2E2EBE0E4E2E6
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参考資料 4 図 7 au 衛星フェムトセル局（宮城県石巻市）
ニュースリリース「東日本大地震による設備影響状況について」から
http://www.kddi.com/news/important/important_20110329174438.html
参考資料 4 図 8 au 岩手県の携帯電話使用可能／不可能エリア
ニュースリリース「東日本大震災への対応状況と今後の見通しについて」から
http://www.kddi.com/corporate/news_release/2011/0408/pdf/besshi2.pdf
参考資料 4図 9 au 宮城県の携帯電話使用可能／不可能エリア
ニュースリリース「東日本大震災への対応状況と今後の見通しについて」から
http://www.kddi.com/corporate/news_release/2011/0408/pdf/besshi2.pdf
参考資料 4 図 10 au 福島県の携帯電話使用可能／不可能エリア
ニュースリリース「東日本大震災への対応状況と今後の見通しについて」から
http://www.kddi.com/corporate/news_release/2011/0408/pdf/besshi2.pdf
参考資料 4 図 11 ソフトバンクモバイル車載型基地局
日経記事「機材も電波も不足 出遅れたソフトバンクの巻き返し策 携帯インフラ
普及の現場から」から
http://www.nikkei.com/tech/personal/article/g =
96958A9C93819499E3E6E2E09D8DE3E6E2E6E0E2E3E3E2E2E2E2E2E2;df = 2;p =
9694E3EAE3E0E0E2E2EBE0E4E2E6
参考資料 4 図 12 ソフトバンクモバイル衛星フェムトセル局（宮城県南三陸町）
日経記事「機材も電波も不足 出遅れたソフトバンクの巻き返し策 携帯インフラ
普及の現場から」から
http://www.nikkei.com/tech/personal/article/g =
96958A9C93819499E3E6E2E09D8DE3E6E2E6E0E2E3E3E2E2E2E2E2E2;df = 2;p =
9694E3EAE3E0E0E2E2EBE0E4E2E6
参考資料 4 図 13 ソフトバンクモバイル岩手県の携帯電話使用可能／不可能エリ
ア
プレスリリース「東日本大震災による被害への対応状況と今後の見通し」から
http://www.softbankmobile.co.jp/ja/news/press/2011/20110414_01/
参考資料 4 図 14 ソフトバンクモバイル宮城県の携帯電話使用可能／不可能エリ
ア
プレスリリース「東日本大震災による被害への対応状況と今後の見通し」から
http://www.softbankmobile.co.jp/ja/news/press/2011/20110414_01/
参考資料 4 図 15 ソフトバンクモバイル福島県の携帯電話使用可能／不可能エリ
ア
プレスリリース「東日本大震災による被害への対応状況と今後の見通し」から
http://www.softbankmobile.co.jp/ja/news/press/2011/20110414_01/
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【緊急地震速報の状況】
参考資料 5 図 1 緊急地震速報等の発出
「地震情報について」から
http://www.seisvol.kishou.go.jp/eq/index_seisinfo.html
参考資料 5 表 1 東北地方太平洋沖地震地震以降の緊急地震速報発表状況
「平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震の緊急地震速報（警報）の発表状況
について」から
http://www.jma.go.jp/jma/press/1103/29a/eew_hyouka.pdf

【J-ALERT(大津波警報)の状況】
参考資料 6 表 1 地方公共団体の防災対策及び東日本大震災における災害対応等
「大津波警報地域における J-ALERTの状況」から
http://www.fdma.go.jp/disaster/chiikibousai_kento/01/shiryo_05.pdf
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